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　今回の「患者さんに役立つ知っておきたい医療・福祉の制度について」の内容は、病院の相

談窓口で働く私にとって、とても興味深い内容であり、また元ＭＳＷで現在私の卒業大学に在

籍されている阿江先生が講演を行ってくださるとのことで、お会いできるのを楽しみにしてお

りました。

　制度の内容を細かく教えていただくセミナーのようなものと予想しておりましたが、過去の

社会的背景が現在のコロナ禍で起きている問題点へとつながっていく過程を説明してくださっ

た上で、制度があるにも関わらず利用できずに苦しんでいる方々、なぜそのような方が出てし

まうのかという現状と理由を知ることができました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2面へつづく）

神戸支部研究会　感想文

社会的背景とコロナ禍の関わり学ぶ

阿江先生（左）が、医療・福祉の制度や問題点を説明

　神戸支部は７月 10 日、協会会議室にて、兵庫県高齢者生協理事長・神戸女子大学客員講師の

阿江善春先生を招いて研究会「患者さんに役立つ　コロナ禍のいま知っておきたい医療・福祉

の制度」を開催。会場とオンライン視聴合わせて47人が参加した。浅田真由氏の感想を紹介する。
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　地域の住民らとつくる西区社会保障推進

協議会は８月８日、西区文化センターで第

17 回総会を開催。加盟各団体から 18 人が

参加した。

　会長を務める柏木一英協会評議員（西区・

柏木歯科）が「私が開業した 40 年前は、中

曽根臨調行革が始まったころだった。当時、

社保本人は０割だった窓口負担が引き上げ

られ続け、現在に至っている。このコロナ

禍のなかで、住民の要求に基づいて活動を

行っていきたい」とあいさつ。

　総会では、柏木会長らが再任されるとともに、後期高齢者２割負担実施の反対運動の強化や、

区役所の懇談の実施・充実などの新年度方針が承認された。

　学習講演会として、兵庫県社会保障推進協議会事務局次長の高山忠徳氏が「コロナ禍におけ

る社会保障推進協議会、神戸市協議会の秋のとりくみについて」として、新型コロナウイルス

感染拡大で、病床が削減され、医師数・看護師数が抑制され、保健所機能も弱体化させられて

きた医療費抑制政策の問題点が明らかになったとし、当面の課題として 75 歳以上の後期高齢

者医療の窓口負担２割化実施阻止があるとした。

　神戸市の課題としては、今年 10 月から保険料収納対策を「区役所窓口での保険料徴収中心」

から「滞納処分中心」へ転換する

とし、滞納処分事務の新長田の

税部門への集約が行われ、国保

保険証の短期証の区役所窓口で

の更新をとりやめ、郵送に変更

するとともに、滞納処分の強化

を行う方針であると紹介。保険

料が支払えない市民への丁寧な

相談やフォローができなくなる

可能性があるとして、社保協と

して区役所への申し入れ等を行っ

てほしいとした。
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西区社会保障推進協議会・第 17 回総会

コロナ禍のなか住民の要求に基づいて活動を

(1面のつづき )

　病院勤務の私がすべきこととして、患者さんが何に不自由されているのか、利用できる制

度はないか考えることは基本ですが、「なぜ」だけで終わらずに「何のために」（阿江先生に

助言いただきました）支援が必要か考えていかなければ、せっかくの制度利用も患者さんに

とって機能できていない状況に陥る可能性もあるのではないかと感じました。

　今回、制度だけでなく相談員としての考え方も教えていただくことで気づかされることが

多く、自分の視野の狭さも知ることができました。最後にこの研究会を開催してくださった

保険医協会神戸支部の皆さまにも感謝申し上げます。病院外の方のお考えや情報を伺うこと

のできる貴重な場を提供していただきとてもありがたかったです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【神戸大学附属病院・患者相談窓口　浅田　真由】

兵庫県保険医協会　神戸支部

評議員・予備評議員 (医科 )選挙公示

兵庫県保険医協会

理事長　西山　裕康

　協会規約 31 条の 2 及び協会役員等選出規定の第 3 条の 2 により、評議員・予備評議員

(医科 )選挙の公示を行います。

兵庫県保険医協会規約　第 32 条

　評議員は、本会の方針に沿い、各支部又は歯科部会の活動の中心となる。

　2．評議員は各支部又は歯科部会を代表し、所属する会員の意見を集約し評議員会に反

映する。

　3. 予備評議員は、評議員を補佐するとともに、評議員会に評議員欠席の際には評議員

として出席する。

【任期】　2年

【改選日】10 月 16 日（土）　神戸支部第 42 回総会 (会場：保険医協会 5階会議室 )

【立候補日時締切】10 月 9 日 ( 土 )　正午　※改選日の 1週間前

【立候補届出の方法】

立候補希望者は、協会事務局までお申し出ください。用紙をお届けします。「立候補届」

に必要事項を記入の上、事務局へ持参または郵送ください。なお、歯科については歯科

部会で選出します。

75 歳以上の窓口負担 2割化の実施阻止のため、大きな運動が呼びかけられた

あいさつに立った柏木評議員


